
札幌地方検察庁 検察官 殿 

 

 

 

お世話になっております。 

告発状を送付させて頂きます。 

何卒宜しく御願い致します。 

尚、後日郵送にて当書面を発送致しますので受付を宜しく御願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒001-0011 

 

北海道札幌市北区北１１条西３丁目２－２３ 

ノースタウンハウス２２２ 

 

高桑 広仁 

 

連絡先： 

固定電話： 



告 発 状 

 

 

札幌地方検察庁検察官 殿 

 

令和８年８月 10 日 

 

               (告発人) 

        

       住 所    

北海道札幌市北区北１１条西３丁目 2-23 

ノースタウンハウス 222 

 

                      氏 名        高桑 広仁        

                      

生年月日    年  月   日 

 

                  連絡先 

電話番号： 

固定電話：  

  

  

(被告発人) 

 

               住 所    

北海道札幌市北区北１１条西３丁目 2-23 

   おしゃれサロンナイス理容院 

     

氏 名         

連絡先    

電話番号：  

 



第１ 告発の趣旨 

被告発人の下記の告訴事実に記載の所為は，詐欺罪（刑法第 246条）に該当すると 

思料しますので，捜査の上，厳重に処罰されたく、告訴致します 

 

 

 

第２ 告発事実 

１．いつ（日時） 

令和８年８月３日 を前後する期間 

 

２．誰が誰に対して（当事者） 

  穂告発人 が 告発人 を関して 東京海上ミレア少額短期保険株式会社 に対して  

 

３．どこで（場所） 

  被告発人住所 及び 告発人住所を通して 東京海上ミレア少額短期保険株式会社保険

金サービスグループ 

 

４．何をどのようにしたか（具体的事実） 

 

被告発人が告発人の加入する住宅火災保険を通して。 

東京海上ミレア少額短期保険株式会社より、保険金水増し請求による保険金授受が 

思料されるもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 



第３ 告訴に至る経緯 

同年８月３日、東京海上ミレア少額短期保険 保険金相談窓口に確認したところ、 

告発人がその差額分の支払の責は帰さないことを電話で確認した。 

 

また告発人が損害保険に精通する最高峰の資格所持者であり、 

原状回復という観点が基本である保険金額の決定に理解をしていた。 

 

2023 年 3 月の 50 万円超保険金を東京海上ミレア少額短期保険株式会社よりから授受

された後に、2026 年 6 月の２回目の水漏れ保険事故に於いて、 

告発人が東京海上ミレア少額短期保険保険に相談の電話をし、今までの経緯を説明、 

当該保険会社は査定鑑定の必要性から 2026 年 6 月 23 日  

横浜総合鑑定株式会社に現地調査による鑑定を依頼、 

及び双当事者への聞き取りを完了し、被告発人の了承を得て査定額 295,900 円の決定

をした後に、 

同年７月 31 日に上記査定額の保険金額を被告発人口座へ振込完了。 

そして 7 月 31 日に振込着金していたこと。 

同年８月３日、上記振込事実を当該保険会社に確認したが、 

8 月 1 日に前日に振り込まれていることを知ってか否かは定かではないが、 

8 月 1 日に 見積書との差額不足分を催促に、 

告発人宅へ訪問して来た事実と、告発人が着金事実の確認を被告発人へしたところ、 

被告発人は未だ着金していないという回答が返ってきた。 

 

被告発人が用意していた見積書との差額分を 

被告発人は告訴人に対して金銭債権債務契約書 債権者欄に 

署名捺印するよう強要したが、同年翌日に当該金銭債権債務契約書を作成した 

隣店舗の告発人が居住するマンションの管理組合理事と称していた「キョウヤ」という

人物に、前日８月３日での口頭での分割支払の承認は打消す内容の書面を手渡すこと

となった。 

   

 

 

 

 

 

 



（告発の趣旨とは異なる経緯） 

 

① 同年８月４日、 

被告発人が当該保険会社保険金サービスグループの担当者である 「石橋 典子」様へ 

「無保険期間での保険金請求は出来ないか」との連絡をしている旨を、 

また、「無保険期間での保険金請求は出来ない」旨の趣旨の内容の連絡を頂き、 

告発人がそれに関わる質問等をしていない意図していない内容の電話であった。 

また、翌日に被告発人から告発人に対して、 

「保険会社からの電話連絡の着信があったであろう」旨の文言を受け、 

これに関しては告発人に直接影響を与える事実ではないが記すことにした。 

 

また、被告発人が前もって入手していた情報として 

保険会社から不動産会社を通して入手していた事実までは聞き取りしています 

 

＊詳細な当該保険会社名称 や 告発人の加入状況等の入手 

＊告発人が生活保護受給者であることの個人情報 

＊更新せず当時無責状態であつたことの情報 

 

などが事実として存在していた 

 

 

 

＜告発に関する添付書面＞ 

＊2026 年 7 月 31 日 契約者である告訴人への保険金振込案内書面・・・１通 

＊被告発人が用意した出所不明な見積書・・・２通 
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